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1．はじめに
　今回、法政大学が「国際日本学賞」を創設され、若き日本研究者の学問研
究を顕彰することは、これからの世界における日本学研究の発展のために大
いに有益であると確信しております。
　その「国際日本学賞」に私の名前を冠していただいたことに関しましては非
常に名誉に思い、恐縮いたしております。私は法政大学のために何か貢献し
てきたというよりは、法政大学の先生方や学生の皆さんとの交流によって様々
なことを学び、また、より広い研究の場を提供していただいたことに大変感
謝申し上げております。
　そして、記念すべきこの第 1 回目の授賞式にあたり、講演の機会を頂きま
したので、今日はささやかながらこれまでの私の研究の過程の一端を紹介さ
せて頂きたいと思います。
2．沖縄研究と奄美研究の始まり
　まず、私と法政大学との関わりをお話ししたいと思います。私の二人の日
本の恩師、すなわち岡正雄先生と石田英一郎先生は、いずれも法政大学で教
鞭をとっていらしたことがあります。
　岡正雄先生は 1935（昭和 10）年にヴィーン大学留学から帰国されて間もなく、
法政大学で講義を担当することになりました。また、私が石田先生のご指導を
受けたのは、1961（昭和 36）年から東京大学東洋文化研究所に留学していた
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ときのことです。このとき、石田先生は法政大学文学部の兼任講師として教
壇に立っておられました。そして、私が日本に留学して間もないある日、石
田先生は研究会開催通知のはがきを取り出し、「君はこの研究会に出るといい」
と仰いました。この「研究会」とは、当時法政大学で教鞭を取っていらした沖
縄学の権威である外間守善先生が土曜日の午後にご自宅で開催しておられた
沖縄研究会でした。早速私は研究会に出席したものの、日本語も満足に話せ
ないような留学生がおもろの研究会に顔を出して外間先生もさぞ困られたこ
とと思います。それにもかかわらず、外間先生は丁寧にご指導くださいました。
また、研究会に出席していた民俗学の比嘉政夫さんや言語学の山本正智さん
などを通して、「現在の沖縄の生活」、「本当の沖縄の様子」を知ることができ
ました。
　ある日、石田先生は私を最晩年の柳田國男先生の成城のご自宅に連れて行っ
てくださいました。柳田先生は「もし日本民族の起源、日本の文化の起源を
深く学びたいなら、南西諸島に行きなさい」と、奄美諸島の加計呂麻島を紹
介してくださいました。1961 年のことでした。このとき、柳田先生は奄美や
沖縄を歩かれから 40 年ほどが経っていました。それにもかかわらず、柳田先
生は「あそこにはこれがある、ここには何がある」と、まるで昨日のことの
ように村のこと、島のことを話してくださいました。しばらくお話ししたのち、
柳田先生は「ところで、君はどこから来たのかね」と言われるので、「ヴィー
ンから来ました」と答えると、柳田先生は「弟の松岡静雄はヴィーン大使館の
駐在武官だった」とヴィーンの話をひとしきりされました。そして、奄美の
話題になると再びしっかりとした口調で様々な指導をしてくださったことが、
今となってみれば懐かしい思い出です。
　こうして、私は石田先生と柳田先生を通じて奄美研究に取り組み、外間先
生によって沖縄研究を始めるようになったのです。
3．法政大学との関わり
　1973（昭和 48）年に 10 年ぶり 2 回目の八重山諸島波照間島の調査を行った
際、友人の立教大学の住谷一彦さんと一緒に現地に赴きました。しかし、ちょ
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うど台風の時期であったため、沖縄本島に足止めされてしまい、中
なかぐすく
城 城を見
学することになりました。今は世界遺産に指定されている中城の城は素晴ら
しい景観でした。そして、城門のそばに 4、5 人が立っているのが見えました。
近付いてみると、当時の法政大学総長の中村哲先生と理事の山本弘文先生、そ
して案内役の外間先生でした。
　前の年、即ち 1972（昭和 47）年は沖縄が日本に返還された年ですが、法政
大学は時宜を得て沖縄文化研究所を東京に設立しました。そして、それは長
期に渡り日本で唯一の沖縄研究の専門機関であり続けました。翌年の 1973 年
の夏に沖縄県の協力を得るために中村先生が自ら沖縄を訪問され、私たちは
偶然にもお会いすることになり、沖縄文化研究所の取り組みについて、中核
となる先生方から貴重なお話を伺うことができました。
　東京に戻った後、住谷さんとともに法政大学を訪問し、中村先生との座談
会が開かれました。このとき、私は「何故、沖縄文化研究所のような機関が
沖縄の大学に設立されなかったのか」ということを疑問に思い、その理由を
長らく考え続けてきました。そして、沖縄の大学に沖縄研究の機関が設置さ
れてこなかったのは、沖縄のアイデンティティ、あるいは沖縄と本土との関
係が影響したのではないか、と思い至りました。
　1988（昭和 53）年にドイツ連邦政府が東京の一口坂の近くにある日本生命
のビルの中にドイツ - 日本研究所（DIJ）を設立した時には、初代所長を拝命
することになりました。DIJ は 20 名ほどの若手の研究者を研究員として迎え、
現代の日本をいろいろな視点から研究する機関です。しかし、本格的な図書館
を設けるには予算が不足しており、また、研究員は 5 年間の任期で研究課題ご
とに新しい違う専門の研究者が招かれたため、DIJ が収蔵したのは百科事典な
どの基本的な資料に留まることになりました。そのため、専門書については近
隣の大学の図書館を利用せざるを得ず、各大学に DIJ の研究員が図書館を利
用させてもらえるよう交渉しました。当時はどの大学も外部の機関や研究者が
図書館を利用することに対して消極的でしたが、当時法政大学の理事でいらし
た清成忠男先生は図書館業務も所管しておられ、その清成先生のご好意によっ
て DIJ は法政大学の図書館を利用することが可能になったのです。それ以来、
現在に至るまで DIJ は法政大学の図書館にお世話になっております。
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4．法政大学国際日本学研究所への参画
　東京での務めを終えてドイツに戻っていたある春の晴れた日、朝早い時間に
ボン大学にある私の研究室に国際電話がかかりました。電話の主は当時総長
室で事務を担当していた妹尾毅さんで、「今、清成総長と代わります」という
ことで電話口に総長となっていらした清成先生が出られました。当時、法政
大学は文部科学省の 21 世紀 COE プログラムに「日本発信の国際日本学の構築」
という課題が採択されており、清成先生は私に「研究に加わってくれないか」
と声をかけてくださったのでした。
　私はボン大学に戻ってからは研究よりも組織の運営に多くの時間を割くこ
とになり、本をゆっくりと読むゆとりもありませんでした。そのため、私は、
一旦は研究への協力を辞退しようと思っていましたが、私の尊敬するロンド
ン大学の Ronald Dore ロナルド・ドーア先生がすでに参加されることになっ
たと聞き、結局意を決して研究に加わることにしました。こうして、私は特
任教授、その後は特別教授として法政大学国際日本学研究所（HIJAS）の活動
に参加することになったのです。
　HIJAS では、二つの大きな研究課題に取り組みました。簡単に言いますと、
第一の課題は「＜日本意識＞の形成」であり、この＜日本意識＞の形成過程
を明らかにするために文化人類学（民族学）や民俗学がどのように貢献した
かについて 5 年間にわたり研究を行いました。そして、第二の課題はヨーロッ
パの博物館や美術館に収蔵されている日本の仏教美術の悉皆調査でした。ヨー
ロッパの博物館や美術館をくまなく調査するという試みは大変困難なもので
したが、研究の中心となった小口雅史所長の活発な取り組みにより、調査の
成果を Japanese Buddhist Art in European Collections （JBAE）というデータ
ベースとして公開することができました。
5．ヨーロッパにおける日本研究の展開
　私が取り組んでいますのはドイツ語では Japanologie、英語では Japanology、
すなわち日本学の研究です。“Japanology” という言葉の誕生は比較的新しく、
12_クライナー_14号.indd   220 17/01/25   9:53
「日本研究にとって沖縄学とは何か」 221
1850 年代になって初めて用いられるようになりました。しかも、一斉に用い
られるようになったのではなく、例えばドイツ東洋文化研究協会 OAG の講演
の中で使用されたり、あるいはイギリスの Sir Ernest Satow アーネスト・サ
トウが Royal Asiatic Society 日本アジア協会で “Japanologist” と紹介された事
例などが見受けられます。
　このように、「日本学」という言葉は新しいものではありますが、「日本とは
何か」という問いは古く、日本とヨーロッパが初めて接触した 16 世紀から発
せられていました。戦国時代から徳川幕府時代の初期までは、主としてポル
トガルやスペインの宣教師が日本にまつわる話題をまとめてヨーロッパに報
告していました。しかし、ほとんどの報告は見聞録の類に留まっており、「日
本とは何か」という問いに対する答えを出すことはできませんでした。
　現在の学問体系から言いますと、「日本研究」といえる内容の書物がは
じめて出版されたのは 1649 年のことでした。ドイツ生まれの地理学者の
Bernhardus Varenius ベルンハルドゥス・ヴァレニウスがアムステルダムで刊
行した Descriptio regni Japoniae（『日本王国記』）がそれです。これはヨーロッ
パにおける最初の本格的な日本研究の書物であったといってもよいと思いま
す。『日本王国記』は、Newton ニュートンが「このようにある国の歴史や文化、
宗教などを記した書物がより多く出版されることを期待する」と述べたほど、
ヨーロッパで高く評価されました。こうした評価もあって出版社も続編の計
画を立てていたものの、ヴァレニウスが『日本王国記』の刊行の翌年に夭折
したため、出版は実現されませんでした。
　ヴァレニウスよりはるかに洗練され、ヨーロッパにおける日本観を決定的に
形作ったのは、Engelbert Kaempfer エンゲルベルト・ケンペルでした。ケン
ペルは 1690（元禄 3）年から約 2 年間、医師として長崎・出島のオランダ東イ
ンド会社の商館に滞在し、2 回にわたって江戸に参府するとともに、将軍徳川
綱吉に謁見しました。そして、ヨーロッパに戻ると日本滞在中に収集した情報
や記録に基づいて著作を続けたものの、私生活に恵まれなかったこともあり、
原稿がケンペルの生前に出版されることはありませんでした。ケンペルの死
後、大英博物館の基礎を築いた Sir Hans Sloane ハンス・スローンが原稿を購
入し、ドイツ語から英語に翻訳してもらい、1727 年にロンドンで The History 
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of Japan（『日本誌』）として出版しました。
　『日本誌』は『日本王国記』の水準を大きく超えており、「日本とは何か」と
いう問いに対して多くの答えを示していました。ケンペルは、日本は儒教の影
響で平和であり、啓蒙された君主である将軍によって統治されていると述べ、
この国は啓蒙された君主によって国を閉ざしていると指摘して「鎖国」という
概念を初めて用いました。当時、日本の人々は国を閉ざすことが特殊な政策で
あるとは考えていませんでした。しかし、ケンペルは外部から日本を眺める
ことにより、日本の対外政策を “shut up the country” と記したのです。そして、
ケンペルの記述は、1802 年に志筑忠雄によって「鎖国」と翻訳され、日本の人々
にも知られるようになりました。また、これに対して「開国」という概念も
生まれました。
　ケンペルは日本を見て、人々の間に摩擦がなく、誰もが平和に暮らしている
社会だと考えました。当時は元禄時代であり、日本は政治的に安定し、文化的
にも高い水準に達していました。そのため、ケンペルは肯定的な日本観を持っ
たのであり、『日本誌』の中でも同様のことを述べています。ケンペルの影響
は大きく、例えば哲学者 Immanuel Kant カントは Zum ewigen Frieden『永遠
平和のために』の中で平和をもたらすために、各国は国を閉ざすべきだと指摘
しています。カントは各国が国を閉ざした後にどのような道を歩むかという点
を考えていなかったかもしれません。しかし、ケンペルを手本とした「永遠平
和」という考えは後に国連憲章の中にも受け継がれており、その意味において、
現在に至るまで『日本誌』は一定の影響をもたらしているといえるでしょう。
　Wolfgang Amadeus Mozart モーツァルトの歌劇 Die Zauberfloete『魔笛』で
は、主人公の Tamino タミーノが初めて登場する場面のト書きに「豪華な日本
の狩衣を着せるべし」と書かれています。当時、ヨーロッパでは日本の着物
が流行していました。しかし、あまりに需要が高かったため、オランダ東イ
ンド会社はインドで着物を織り、「日本の着物」と称してヨーロッパに輸出し
ました。そして、ヨーロッパではオランダに留学したドイツの学生が、実家
の両親に宛てて「大学では同級生も教授も誰もが日本の着物を着ている。自
分も日本の着物を買いたいから送金してもらいたい」と手紙を書くこともあっ
たほどでした。この意味で、モーツァルトにとって日本は「平和な国」とい
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うよりも、「美しい着物を作る高い技術を備えた国」であったかもしれません。
6．ヨーロッパにおける日本観の変遷と琉球の「再発見」
　しかし、19 世紀になると日本の印象が徐々に変化してきます。すなわち、
18 世紀までのヨーロッパの人々は、各国が戦乱に明け暮れる様子を見て、弱々
しい自己認識を持っていました。ところが、19 世紀になるとイギリスが世界
の富を集めるようになり、Napoleon I ナポレオン 1 世が軍事力によってヨー
ロッパの統一を実現しかけると、ヨーロッパの人々の自己認識はそれまでと
変わり、積極的、肯定的なものとなりました。これに合わせて日本に対しても、
従来の肯定的な理解から否定的な認識へと変化するようになりました。そし
て、かつては高く評価された鎖国も、日本の進歩と発展を妨げる障害と見な
されるようになり、いかにして日本を開国させるかがヨーロッパ諸国にとっ
て大きな関心事となったのです。
　そして、「開国」の際に大きな役割を果たしたのが琉球でした。16 世紀にポ
ルトガルがアジアで貿易を行っていたときには琉球は中継基地として大いに
注目されていました。実際、ポルトガル人は琉球に行くために航海していた
際に遭難して種子島に漂着したのでした。しかし、その後、江戸時代のはじ
めに琉球は島津家による支配などもあり、ヨーロッパ人の視界から消えるこ
とになります。
　18 世紀になると、中国で活動していたイエズス会の宣教師たちが、琉球か
ら帰還した清の冊封使の残した記録を中国語からフランス語に翻訳し、さらに
フランス語から各国語に翻訳されてヨーロッパで広く読まれるようになりま
した。こうして琉球は再びヨーロッパの人々の注目を集めるようになったので
す。そして、1816 年朝鮮半島の東海岸から南下したイギリス船長の Basil Hall
バジル・ホールが那覇に寄港します。このとき、琉球を支配していることを
知られたくない薩摩藩は、藩士たちに姿を隠すよう指示しました。そのため、
バジル・ホールは数週間の滞在中、一度も薩摩藩士を目にすることはありま
せんでした。そして、那覇に寄港している間に手厚く待遇されたバジル・ホー
ルはヨーロッパを目指して帰還する途中にセント・ヘレナ島に立ち寄り、流刑
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中のナポレオンに面会し、夕食をともにしました。席上、バジル・ホールはナ
ポレオンに航海中の体験を話しました。その中で琉球に話が及び、バジル・ホー
ルが「琉球には武器がない」というと、ナポレオンは拳で食卓を叩きながら「そ
のような嘘は止めてもらいたい。自分が生きているこの世の中に武器を持た
ない民族がいるはずがない。武器がなければ、その民族はどのように戦争を
するのだ」と反論しました。
　バジル・ホールの航海日誌は当時の人々から大変高く評価され、英語だけで
なくヨーロッパ各国の言語に翻訳されました。そして、航海日誌の最後のペー
ジに書かれた、「武器のない国」に関する数行のみの記述が、ナポレオン戦争
後に盛んになった平和運動の中で大きく取り上げられました。すなわち、「よ
うやく武器のない国が存在しうることが証明された」として、注目されたの
でした。
　日本の「鎖国」は 19 世紀になると批判を受けるようになったものの、新た
に「武器のない国」としての琉球の姿が、高く評価され、アメリカでは、ア
メリカ人の作者が琉球の国民から送られてきた手紙という体裁をとって平和
の尊さを説いた Letters of Lillian Ching という書物が出版されます。すなわち、
Letters of Lillian Ching は、人々はキリスト教の信仰は深いものの、戦争を止
めることはなく、武器を持って互いに殺し合っている。しかし、琉球は小さ
な島であるが、われわれアメリカ人が手本とすべき平和な国であると述べて
います。
7．アイヌが持つ意味
　これとともに、ヨーロッパ人にとってもう一つの手本となったのがアイヌで
す。フランスの La Perouse ラ・ペルーズやイギリスの William Brougthon ブ
ロートンらは 18 世紀末に樺太や千島を航海してアイヌに出会っています。そ
して、彼らはアイヌを非常に落ち着き、静かで、罪を犯さない民族、あるいは「高
貴なる野蛮人」として描き、ヨーロッパに伝えます。こうしたアイヌに対す
る見方を背景とし、明治時代になるとヨーロッパの学界で「アイヌはヨーロッ
パ系白人の民族である」という説が唱えられるようになり、アイヌへの親近
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感が高まりました。
　1980 年代、当時のヨーロッパ共同体（EC）は 2 年おきにベルギーのブリュッ
セルで文化フェスティバルを開催しました。これは、選ばれた一つの EC 加盟
国がブリュッセルで催しを開くというものでした。通常は EC 加盟国が展示を
行うものの、当時の日本はバブル経済の絶頂期にあったために世界から注目
され、特別に招待されたのでした。1989 年に開催された「ユーロパリア日本
祭」では能や歌舞伎の公演、NHK 交響楽団の演奏会、大規模な美術展などが
計画されました。日本国内ではこの計画について問題なく了承されたものの、
EC 側では「アイヌに関する展示がない」ということで問題視されました。学
術的にはアイヌがヨーロッパ系であるという裏付けはないものの、人々の考
えの中には「アイヌはヨーロッパ系だ」という認識があり、そのために「日
本政府はアイヌを展示することを忘れた」となったのです。しかし、日本側
はアイヌに関する展示を行うことを断ったため、最終的にベルギーの民間組
織がアイヌの展示を行ったのでした。
　このように考えれば、日本は「一つの国、二つの民族、三つの文化」といえ
ると思います。すなわち、大和民族とウチナンチュ（沖縄人）は同じ民族であり、
アイヌはもう一つの民族です。しかし、同じ民族であるから同じ文化を持っ
ているかといえば、そうではありません。ヨーロッパでも、近年、民族と文
化の関係が問題となっていることは、例えばスペインのカタルーニャ地方の
独立問題を見れば明らかです。あるいは、言語に関しては、オーストリア人
やスイス人のドイツ語とドイツ人のドイツ語の間でも問題となります。
8．沖縄研究の問題と課題
　確かに、沖縄と日本の内地の関係を外から眺めて、何か問題を解決できる
かといわれれば、なかなか難しいと答えざるを得ません。しかし、比較の問
題として眺め続ければ、問題を一つずつ解決できるかもしれません。
　沖縄に関しては、沖縄は長らく独立した琉球王国でした。しかし、東恩納寛
惇は「沖縄の歴史を考えると、日本の一地方の歴史である」と考え、伊波普
猷は「沖縄文学は日本文学の一派である」と考えています。一方、柳田先生は、
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日本民族の祖先が中国から稲作文化を携えて黒潮に乗って島から島へ飛び石
のように北上するとし、沖縄はより古く、より純粋な日本の文化を残している
と考えていました。こういう事情の前に石田英一郎先生は 1950（昭和 25）年
に雑誌『民族学研究』で「沖縄研究特集」を企画し、巻頭の言葉で「琉球と
日本の似通った文化要素を強く打ち出すために調査、研究が進められてきた。
しかし、「沖縄とは何か」という点が見逃されており、「沖縄文化のための研究」
が行われていないのではないか」という趣旨の指摘をしています。すなわち、
日本の文化をよりよく知るために沖縄の文化の研究を行っているのであって、
沖縄そのものを忘れている、というのが石田先生の指摘なのです。石田先生
の発言は今から 65 年前になされました。それにもかかわらず、事情は今も変
わらないのではないでしょうか。
　アメリカは沖縄を 1972 年まで占領しました。この間、アメリカ国内では「沖
縄は独立させた方がよいのではないか」という議論が幾度となく行われまし
た。1950年代の琉球大学の設立は「沖縄の独立」のための第一歩でした。そして、
琉球大学の最初の学生はほとんどがアメリカに留学しました。もう一つの手法
は博物館の設立でした。どの国においても博物館は国民のアイデンティティの
形成のために大きな意味を持っています。そして、当時は首里城の近くにあっ
た博物館には「アメリカ合衆国市民の寄贈による」という英語の銘板が掲げ
られていました。終戦直後にアメリカ兵が持ち去った琉球王家の美術品や『お
もろさうし』の原本は、Dwight Eisenhower アイゼンハワー大統領の時代に
返還されました。それでも、持ち去られた品のすべてが返還されたわけでは
ありません。
　外間先生が最後まで気にされていたのが琉球の王冠です。王冠は、18 世紀
までは王が代替わりするたびに中国から下賜され、それ以後は以前に与えられ
た冠を手直しして使用していました。そのような王冠の一つは現在那覇市立
博物館で展示されています。そして、外間先生は、もう一つの王冠は必ずボ
ストン美術館の倉庫に保管されていると考えていました。王冠は、ハプスブ
ルクがどれほどの王冠を集めたかということを考えるだけでも、ヨーロッパで
は国体そのものとみなされていることがわかります。ドイツとオーストリアの
最大の争点であった神聖ローマ皇帝の冠は、ドイツ側の要求にもかかわらず、
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ウィーンに保管されています。こうした事例を踏まえ、外間先生は王冠がア
メリカに保存されていると推測されていたのです。
9．おわりに
　日本研究と沖縄研究は、不可分の関係にあります。私は幸運にも柳田先生
が半日をかけて奄美大島の研究の重要さを説いて下さり、学生時代から奄美
大島を調査する機会を得られました。
　しかし、私はアメリカからすれば第三帝国統治下のウィーンの生まれであ
り、いわば敵国の国民でした。そのため、沖縄にわたる前には六本木にあっ
た沖縄民政府やアメリカ軍の事務所で審査を受け、「あなたのお父さんやおじ
いさんはナチスの党員ではありませんでしたか」、「お父さんは軍隊に入って
いませんでしたか」、「あなたのお母さんは…」と質問されました。そのため、
初めて沖縄に向かうときは大変に緊張したものです。
　一方、奄美までは日本領でした。そのため、奄美では幸せな日を過ごすこ
とができ、東京に帰る予定の日を過ぎても滞在していたため、石田先生から「ク
ライナー君、学校に戻ってきたまえ」という電報が送られてきたのも、今で
は愉快な思い出です。
　奄美も沖縄も、日本の研究の一環というだけでなく、日本文化の半分を形
成する重要な要素として、奄美そのもの、沖縄そのものを研究する意義と価
値は大いにあると考えています。
　この最初の法政大学国際日本学賞を受賞されますMarco Tinelloティネッロ・
マルコさんの非常に深いご研究がこれからますます発展し、沖縄の歴史と文
化のよりよい、そしてより正しい理解に貢献するであろうことを切に期待い
たしております。
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